
 

                         
 

  
 

                           

 宮
崎
県
・
鹿
児
島
地
方 

合
同 

青
年
ふ
れ
あ
い
フ
ォ
ー
ラ
ム 

開
催
さ
れ
る 

 

六
月
六
日(

土)

か
ら
七
日(

日)

に
か
け

て
「
青
年
ふ
れ
あ
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
鹿
児

島
地
方
教
会
連
合
会
・
宮
崎
県
教
会
連
合

会 

合
同
）
が
、
宮
崎
県
都
城
市
観
音
池
公

園
の
研
修
施
設
に
て
、
開
催
テ
ー
マ
「
参

加
者
同
士
で
語
り
合
い
、
信
心
の
有
り
難

さ
に
気
付
こ
う
！
」
を
願
い
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

鹿
児
島
地
方
か
ら
は
、
五
教
会
大
人
八

名
と
子
ど
も
三
名
、
宮
崎
県
か
ら
は
、
七

教
会
大
人
十
名
と
子
ど
も
六
名
の
参
加
者

が
あ
り
ま
し
た
。
総
人
数
二
十
七
名
で
、

加
治
木
教
会
か
ら
大
人
二
名
が
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

第
一
日
目
は
、
高
千
穂
教
会
の
三
木
直

保
江
さ
ん
と
、
串
木
野
教
会
の
満
留
瞬
先

生
の
信
心
発
表
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
、

質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
夜
に
は
懇
親
会
、

翌
朝
は
班
別
懇
談
後
、「
霧
島
フ
ァ
ク
ト
リ

ー
ガ
ー
デ
ン
」（
霧
島
酒
造
）
の
広
大
な
工

場
等
を
見
学
し
解
散
と
な
り
ま
し
た
。 
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宮
崎
県
・
鹿
児
島
地
方 

合
同 

青
年
ふ
れ
あ
い
フ
ォ
ー
ラ
ム 

開
催
さ
れ
る 

 

六
月
六
日(
土)
か
ら
七
日(

日)

に
か
け
て

「
青
年
ふ
れ
あ
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
鹿
児
島

地
方
教
会
連
合
会
・
宮
崎
県
教
会
連
合
会 

合
同
）
が
、
宮
崎
県
都
城
市
観
音
池
公
園

の
研
修
施
設
に
て
、
開
催
テ
ー
マ
「
参
加

者
同
士
で
語
り
合
い
、
信
心
の
有
り
難
さ

に
気
付
こ
う
！
」
を
願
い
と
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

鹿
児
島
地
方
か
ら
は
、
五
教
会
大
人
八

名
と
子
ど
も
三
名
、
宮
崎
県
か
ら
は
、
七

教
会
大
人
十
名
と
子
ど
も
六
名
の
参
加
者

が
あ
り
ま
し
た
。
総
人
数
二
十
七
名
で
、

加
治
木
教
会
か
ら
大
人
二
名
が
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

六
日
の
信
心
研
修
会
は
、
鹿
児
島
地
方

教
会
連
合
会
か
ら
青
年
教
師
一
名
と
、
宮

崎
県
教
会
連
合
会
青
年
信
徒
一
名
が
、
信

心
発
表
を
行
い
、
続
い
て
質
疑
応
答
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

開
会
行
事
の
あ
と
、
自
己
紹
介
ゲ
ー
ム

で
打
ち
解
け
た
あ
と
、
高
千
穂
教
会
の
三

木
直
保
江
さ
ん
と
、
串
木
野
教
会
の
満
留

瞬
先
生
の
信
心
発
表
を
聴
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

         

三
木
直
保
江
さ
ん
の
発
表
で
は
、
甘
木

教
会
の
保
育
園
で
働
い
た
時
の
こ
と
、
熊

本
地
震
で
高
千
穂
教
会
が
火
災
に
な
っ
た

と
き
の
こ
と
、
そ
の
後
、
高
千
穂
教
会
で

始
め
た
小
規
模
養
護
施
設
（
里
子
を
預
か

る
施
設
）
の
こ
と
、
結
婚
の
こ
と
な
ど
、

順
を
お
っ
て
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
様
々
な
出
来
事
を
と

お
し
て
、
祈
ら
れ
て
い
る
自
分
で
あ
る
こ

と
に
気
付
か
せ
て
い
た
だ
き
、
自
ら
も
お

役
に
立
つ
生
き
方
に
な
ら
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
の
今
日
の
思
い
を
聴
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

満
留
瞬
先
生
の
発
表
で
は
、
社
会
人
と

な
っ
て
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
働
い
て
い
た

中
に
、
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
り
、
被
災

地
に
行
っ
た
こ
と
、
被
災
地
で
の
心
境
の

変
化
、
石
巻
教
会
で
お
取
次
を
頂
い
た
こ

と
が
き
っ
か
げ
で
教
師
に
な
ら
せ
て
い
た

だ
い
た
経
緯
、
学
院
で
の
こ
と
、
結
婚
の

こ
と
、
現
在
の
生
活
の
こ
と
な
ど
、
赤
裸
々

に
お
話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
信

心
さ
せ
て
も
ら
い
、
心
を
育
て
ら
れ
て
き

た
と
の
実
感
や
振
り
返
る
こ
と
の
大
切
さ
、

信
心
の
あ
り
が
た
さ
を
聴
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
陰
に
は
お
祖
父
様
・
お

祖
母
様
・
ご
家
族
の
皆
様
の
深
い
祈
り
に

支
え
ら
れ
て
の
今
日
で
あ
り
、
そ
の
こ
と

を
深
く
自
覚
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
よ
く
わ

か
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

         

発
表
と
懇
談
の
信
心
研
修
会
あ
と
は
、

宿
泊
施
設
に
移
動
し
て
、
会
食
を
し
な
が

ら
語
り
合
い
、
若
者
た
ち
は
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。 
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二
日
目
は
、
各
コ
テ
ー
ジ
で
班
別
懇
談

が
あ
り
、
そ
の
あ
と
「
霧
島
フ
ァ
ク
ト
リ

ー
ガ
ー
デ
ン
」（
霧
島
酒
造
）
の
広
大
な
敷

地
に
あ
る
工
場
や
施
設
を
見
学
し
て
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。 
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鹿
児
島
地
方
連
合
会
主
催 

信

奉

者

研

修

会 

に
て 

防
災
出
前
講
座 

開
催
さ
れ
る  

六
月
二
十
一
日
（
日
）
宮
之
城
教
会
に

お
い
て
「
信
奉
者
研
修
会
」
が
開
か
れ
四

十
四
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。 

「
ひ
か
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
一
般
社
団

法
人
）
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
が
関
東
や

関
西
方
面
か
ら
、
四
名
訪
れ
ら
れ
「
防
災

講
座
」
が
開
講
さ
れ
ま
し
た
。 

               

                   

鹿
児
島
県
特
有
の
、
シ
ラ
ス
台
地
に
よ

る
土
砂
災
害
や
過
去
の
洪
水
被
害
な
ど
の

特
長
を
改
め
て
確
認
し
、
線
状
降
水
帯
の

発
生
に
よ
る
大
雨
・
土
砂
災
害
が
発
生
し

た
場
合
の
、
洪
水
・
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
見
方
と
、
自
宅
周
辺
の
リ
ス
ク

を
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
確
認
し
学
ば
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
朝
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、
「
今
夜
、

線
状
降
水
帯
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高

い
」
と
い
う
想
定
で
、
そ
の
日
、
避
難
開

始
を
ど
こ
で
す
る
か
、
何
を
準
備
を
す
る

か
と
い
う
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
一
人

ひ
と
り
が
作
成
し
、
避
難
の
イ
メ
ー
ジ
実

習
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

「
ひ
か
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
ス
タ
ッ

フ
の
皆
さ
ん
は
、
東
日
本
大
震
災
、
熊
本

地
震
、
能
登
半
島
地
震
で
、
数
多
く
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
や
炊
き
出
し
、
被
災
地

の
住
民
の
た
め
の
催
し
を
さ
れ
て
こ
ら
れ

て
あ
り
、
ま
た
、
入
田 

央 

さ
ん
は
元
気

象
庁
に
勤
め
ら
れ
気
象
情
報
の
専
門
的
な

こ
と
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。 
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川
畑
祐
義 

之
霊
神
（７
日
）昭
和
17
年 

中
野 

繁 

之
霊
神
（９
日
）昭
和
54
年 

大
山
ち
あ
き
之
霊
神
（
12
日
）平
成
13
年 

村
上
淑
子 

之
霊
神
（
13
日
）昭
和
52
年 

福
山
悦
子 

之
霊
神
（
13
日
）平
成
２
年 

松
田
イ
ワ 

之
霊
神
（
17
日
）昭
和
31
年 

津
上
甚
次
郎
之

霊

神

（
18
日
）昭
和
31
年 

徳
永
フ
ヂ
エ 

之
霊
神
（
18
日
）平
成
29
年 

金
竹
重
利 

之
霊
神
（
19
日
）昭
和
60
年 

山
本
豊
子 

之
霊
神
（
19
日
）昭
和
３
年 

上
田
ス
ギ 

之
霊
神
（
19
日
）平
成
21
年 

福
元
三
次
郎 

之

霊

神

（
20
日
）昭
和
33
年 

須
藤
禮
子 

之
霊
神
（
22
日
）平
成
18
年 

濱
口
光
平 

之
霊
神
（
22
日
）平
成
６
年 

庄
村
袈
裟
助 

之
霊
神
（
23
日
）昭
和
20
年 

平
地
政
男 

之
霊
神
（
25
日
）昭
和
21
年 

前
田
ツ
ネ 

之
霊
神
（
27
日
）昭
和
60
年 

 

立
日
の
月
に
は
、
故
人
を
偲
び
、
玉
串
を
奉
て
ん
し
て
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
し
ょ
う
。
教
会
で
は
、
十
日
の
月
例
祭
で
、
霊
前
で
の

玉
串
の
奉
て
ん
を
準
備
し
て
い
ま
す
。 

 

使
用
済
み
切
手
収
集
に
つ
い
て
の 

＝
お
願
い
＝ 

＊
切
手
は
は
が
さ
な
い
で
、
以

下
の
要
領
で
切
り
取
っ
て
く

だ
さ
い
。 

＊
切
手
の
周
囲
を
５
㎜
程
度
あ

け
て
切
り
取
っ
て
く
だ
さ
い
。 

＊
枚
数
を
明
記
し
て
お
届
け
く
だ
さ
い
。 

＊
外
国
切
手
や
台
紙
か
ら
は
が
し
た
切
手
が
あ
る

場
合
は
別
に
し
て
お
届
け
く
だ
さ
い
。 

 

 

あ
し
あ
と  

加
治
木
教
会
行
事
記
録 

…
… 

６
月 

…
…
…
… 

１
（
月
）
報
徳
月
例
祭
10
時
半 

６(

土)

～
７(

日)
 
 
 
 

宮
崎
・
鹿
児
島

連
合
会
合
同 

青
年
ふ
れ
あ
い
フ
ォ
ー
ラ
ム 

９
（
火
）
清
掃
御
用     

10
時 

10
（
水
）
月
例
祭 

生
神
金
光

大

神

様 

10
時
半 

14 (

日)
 

御
本
部
教
団
独
立
記
念
祭 

 
 
 
 
 

記
念
祭
御
礼
参
拝 

19 (

金)
 

典
楽
練
習
会(

鹿
児
島 

教
会
に
て)

11
時 

20
（
土
）
清
掃
御
用     

10
時 

21
（
日
）
信
奉
者
集
会(

宮
之
城 

教
会
に
て)

10
時
半 

22
（
月
）
月
例
祭･

共
励
会
13
時
半 

〃 

併
せ
て 

布
教
記
念
祭 

25 (

木)
 

連
合
会

青
少
年

企
画
準
備
委
員
会(

鹿
児
島

教

会)
 

29
（
月
）
清
掃
御
用     

10
時 

〃 
 
 

教
誨
師
御
用
（

鹿
児
島 

 

刑
務
所
に
て

） 

30
（
火
）
上
半
期
感
謝
祭 

10
時
半 

感 

詠 

（教
会
長
） 

 

か
の
細
い
植
え
た
ば
か
り
の
苗
な
れ
ど 

秋
に
は
実
り
豊
か
な
り
け
り 

 

降
り
過
ぎ
ず
足
ら
ぬ
こ
と
な
し
こ
れ
ほ
ど
に 

 
 

有
り
難
き
こ
と
な
き
梅
雨
の
日
ぞ 

 

青
年
が
緊
張
の
中
発
表
を 

な
し
て
は
つ
よ
い
希
望
を
も
ら
う 

       

※
少
年
少
女
会
員
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ー
ド

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
の
で
、
大
人
は
「
信

行
取
り
組
み
表
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！ 
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七
月
十
七
日(

金) 

午
前
十
一 

 

時

よ

り 
甘
木
親
教
会 

祈 
願 
祭 

参 

拝 
 

七
月
二
十
日(
日) 

午
前
十
一
時
よ
り  
鹿
児
島
教
会
に
て 

典 

楽 

練 

習 
会 

 

七
月
二
十
六
日(

日)  

午
前
十
一
時
よ
り 

加
治
木
教
会 

祈 

願 

祭 

奉
仕 

※
祭
典
後
、
ご
教
話
、
お
直
会
。 

          

教 

会 

行 

事 

…
… 

７
月 

…
…
…
… 

１
（
水
）
●
報
徳
月
例
祭 

10
時
半 

８
（
水
）
清
掃
御
用     

10
時 

９
（
木
）
●
月
例
祭 

  

10
時
半 

10
（
金
）
小
倉
教
会
式
年
祭

松
平
大
人
百
十
年

末
子
姫
三
十
五
年 

12
（
日
）
東
郷
教
会
式
年
祭

甚
次
郎
大
人
七
十
年
祭

國
臣
大
人
二
十
年
祭 

16 (

木) 

甘
木
親
教
会
御
用 

17
（
金
）
●
甘
木
親
教
会 

祈
願
祭 

19
（
日
）
多
良
木
教
会 

祈
願
祭 

11
時 

20
（
月
）
典
楽
練
習
会(

鹿
児
島 

教
会
に
て)

 11
時 

21
（
火
）
清
掃
御
用     

10
時 

22
（
水
）
●
月
例
祭･

共
励
会 

13
時
半 

25
（
土
）
前
日
準
備
御
用 

26
（
日
）
加
治
木
教
会 

祈
願
祭 

11
時 

27(
月)
～
28(

火)

教
区
委
員
会(

教 

会 

長 

教
務
セ
ン
タ
ー) 

31
（
金
）
清
掃
御
用     

10
時 

         

…
… 

８
月 

…
…
…
… 

１
（
土
）
●
報
徳
月
例
祭 

10
時
半 

２
（
日
）
連
夏
の
つ
ど
い(

鹿
児
島

教

会 )
 

８
（
土
）
少
年
少
女
会
「
七
夕
」
10
時
半 

９
（
日
）
清
掃
御
用     

10
時 

10
（
月
）
●
月
例
祭(

生
神
金
光

大
神
様

)
 

併
せ
て

月
霊
祭

10
時
半 

20(

木)

～
21(

金)

甘
木
婦
人
教
師
会  

21
（
金
）
清

掃

御

用    

10
時 

22
（
土
）
●
月
例
祭(

天
地
金

乃
神
様)

共
励
会
13
時
半 

30
（
火
）
輔
教
集
会(

熊
本
県 

松
橋
教
会)

 

31
（
月
）
清

掃

御

用  

10
時 

    
 

       

 

    


